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今
年
３
月
に
亡
く
な
っ
た
城

山
三
郎
さ
ん
の
著
書
の
一
つ
に

『
男
子
の
本
懐
』
が
あ
り
ま
す
。

戦
前
わ
が
国
が
今
日
と
同
じ
よ

う
な
財
政
危
機
に
直
面
し
た
時
、

時
の
総
理
浜
口
雄
幸
と
大
蔵
大

臣
井
上
準
之
助
が
い
か
に
し
て

そ
の
難
局
に
臨
も
う
と
し
た
か

が
テ
ー
マ
で
し
た
。�

　
こ
の
本
の
最
後
に
書
か
れ
て

い
た
„
憲
政
の
神
様
“
尾
崎
行

雄
の
晩
年
の
言
葉
が
、
今
も
脳

裏
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。�

　
「
人
生
は
常
に
将
来
に
あ
り
」

　
彼
は
、
将
来
の
こ
の
国
を
ど

う
描
く
か
を
絶
え
ず
胸
に
刻
み
、

人
生
を
歩
ん
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。�

　
４
月
の
選
挙
で
19
人
の
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
す
。
筑
後
市
の

未
来
を
ど
う
描
く
の
か
。
議
員

の
役
割
も
こ
こ
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。�

��

ち
く
ご
市
議
会
だ
よ
り�

　
　
　
編
集
特
別
委
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会�
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五
十
嵐
　
多
喜
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矢
加
部
　
茂
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田
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彦�
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男�

水
　
町
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委
員
長
　
村
上
　

知
巳�

�
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昨
年
10
月
供
用
開
始
さ
れ
た

が
山
ノ
井
、
久
富
、
島
田
、
四

ヶ
所
地
区
の
一
部
と
第
一
期
認

可
区
域
内
で
の
未
整
備
個
所
の

公
共
下
水
道
管
渠
布
設
を
計
画
。�

　
ま
た
高
江
、
西
牟
田
、
久
富

の
一
部
の
基
本
計
画
と
詳
細
設

計
、
下
水
道
工
事
に
伴
う
水
道

管
移
設
工
事
費
用
等
で
、
公
共

下
水
道
事
業
等
に
か
か
わ
る
経

費
７
億
２
、
７
７
６
万
円
を
計

上
。�

　
ま
た
県
が
実
施
す
る
矢
部
川

流
域
下
水
道
事
業
等
に
要
す
る

経
費
と
し
て
、
処
理
場
施
設
内

整
備
、
幹
線
の
管
渠
施
設
設
計

委
託
費
に
要
す
る
経
費
の
負
担

金
１
億
８
、
３
６
２
万
円
を
計

上
。�

����

　
第
一
期
供
用
開
始
区
域
内
の

公
共
マ
ス
見
直
し
は
２
、
３
０

０
戸
で
あ
る
。
全
国
平
均
一
ヶ

年
の
接
続
率
が
約
38
％
で
あ
る�

�

が
見
通
し
で
は
約
32
％
で
低
い

進
捗
状
況
で
あ
る
。
今
後
の
啓

発
が
必
要
で
あ
る
。�

�

　�

��

　
供
用
開
始
一
ヶ
年
で
市
の
工

事
完
了
検
査
終
了
は
10
万
円
。

２
ヶ
年
は
８
万
円
。
３
ヶ
年
は

５
万
円
。
今
後
は
住
民
へ
の
周

知
徹
底
と
指
定
店
も
無
理
な
受

注
を
控
え
る
よ
う
啓
発
が
必
要
。�

����

　
下
水
道
は
整
備
費
が
高
く
、

整
備
期
間
が
長
期
に
渡
る
。
平

成
14
年
度
に
汚
水
処
理
構
想
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ

の
後
５
〜
６
年
が
経
過
し
、
社

会
情
勢
の
変
化
、
財
政
状
況
等

悪
化
で
全
体
計
画
の
見
直
し
の

要
望
が
強
い
。
県
、
３
市
３
町

で
、
平
成
20
年
度
を
目
途
に
見

直
し
の
基
礎
調
査
を
予
定
。�

�

平
成
18
年
度�

下
水
道
事
業
計
画�

排
水
施
設
接
続
工
事�

補
助
金（
市
補
助
）�

下
水
道
全
体
計
画
の�

見
直
し�

下
水
道
へ
の�

接
続
状
況�

��

　
２
年
間
の
議
長
職
を
終
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
任
期

中
に
は
第
四
次
総
合
計
画
の
決

定
。
議
会
内
で
は
議
会
だ
よ
り

の
充
実
や
予
算
・
決
算
特
別
委

員
会
の
設
置
な
ど
、
一
定
の
前

進
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。�

　
皆
様
か
ら
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。�

�

��

　
監
査
委
員
を
辞
す
る
に
あ
た

り
、
任
期
中
の
皆
様
の
ご
協
力

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
夕
張
市
の
例
を
持
ち
出
す
ま

で
も
な
く
、
地
方
自
治
体
の
財

政
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
議
会
だ
け
で
な
く
、
市

民
の
方
々
が
市
の
財
政
運
営
に

関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
ご
期
待
申
し
上
げ
、
退
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。�

�

退
任
あ

退
任
あ
い
さ
つ�

退
任
あ
い
さ
つ�

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
の
発
行
が
、諸
般
の
事
情
に
よ
り
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
わ
び
申

し
上
げ
ま
す
。�

　
ま
た
、３
月
議
会
に
お
い
て
、「
ち
く
ご
市
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
」の
活
動
報
告

を
し
ま
し
た
。こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、前
号
ま
で
の｢

ち
く
ご
市
議
会
だ
よ
り｣

の
発
行

に
て
報
告
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

～おわび～�

��

　
副
議
長
を
辞
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
ご
協

力
と
ご
支
持
を
い
た
だ
い
た
皆

様
に
対
し
、
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。�

　
議
会
に
は
、
市
政
の
チ
ェ
ッ

ク
機
関
と
し
て
存
分
に
活
動
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
に
は
議
会
へ

の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
お
願
い

し
て
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。�

�


